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研究要旨 
C 型慢性肝炎患者の治療後の動向について検討した．SVR24 を達成した C 型慢性肝炎患者の約 25％が外来

通院を自己中断していた。中断時期は SVR24 達成直後が多かったことから、 外来における患者への再教育が
重要であると思われた。 

 

 

Ａ．研究目的 
九州全体における新規肝癌発生数および C 型慢

性肝炎患者の治療後の動向についての検討 
 

Ｂ．研究方法 
１）九州肝癌研究会の参加施設に調査票を配布した。 
２）久留米大学病院における SVR24 達成患者のデ
ータベースを 2024 年 10 月下旬に構築完了し、そ
の後、統計学的解析を行った。 
（倫理面への配慮） 
「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する

倫理指針」（久留米大学）の倫理委員会で承認され
ている。 

 
Ｃ．研究結果 
①研究協力機関 19 施設に調査票を配布したが、倫
理審査上の問題が発生し、令和 6 年度の統計結果
は得られなかった。 
②久留米大学病院における2015 年1 月 1日～2018
年 12 月 31 日までの間の SVR24 達成患者 513 例つ
いて解析を行った。「自己中断」した患者は 130 人
（25.3%）いた。1.5 年以内にフォローが途切れた
患者 129 人の中では、「転医」が最多（91 人，70.5%）
で、「自己中断」は若干多い程度だった（37 人，
28.7%）。1.5 年以内のうち 6〜8 ヶ月以内に「自己
中断」する患者が目立った。 

Ｄ．考察 
SVR24 達成した直後に外来通院を自己中断する

患者が目立っていたことより、肝発癌モニタリング
の観点から長期フォローアップの重要性を外来で
再教育することが重要であると思われた。 

 
Ｅ．結論 

SVR 達成後も注視すべき肝線維化や肝発癌のリ
スクに対して適切なサーベイランスを行うために
は長期フォローアップが重要であるため、外来での
患者教育を通して外来自己中断を減らす取り組み
が必要であると思われた。 

 
Ｆ．健康危険情報 

なし 
 

Ｇ．研究発表 
1.  論文発表 
なし 

2.  学会発表 
なし 
 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
（予定を含む。） 

1. 特許取得 
なし 
2. 実用新案登録 
なし 
3.その他 
なし 
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